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会
員
定
時
総
会 

報
告

６
月
１
５
日
（土
）午
後
１
時
３
０
分
よ
り
、
２
０
２
４
年
度
会

員
定
時
総
会
を
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
３
２
名
の
方
か
ら
会
場
で
ご
出
席
い
た
だ
い
た
ほ
か
、

６
３
２
名
か
ら
の
書
面
表
決
、
７
５
名
か
ら
の
委
任
状
に
よ
り
総

会
は
無
事
成
立
。
２
０
２
３
年
度
の
決
算
や
事
業
の
報
告
を
行
い
、

計
算
書
類
（決
算
書
）が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
出
席
い
た
だ
い
た
会
員
か
ら
は
、
固
定
資
産
（公
用
車
）

に
つ
い
て
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
ほ
か
、
物
価
上
昇
な
ど
に
よ
る

必
要
経
費
の
増
大
に
伴
い
委
託
元
へ
適
切
・正
当
な
増
額
要
請
を

行
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

会
長
か
ら
は
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
課
題
と
し
て
認
識
し
て
お
り
、

積
極
的
に
委
託
元
と
や
り
取
り
し
て
い
き
た
い
と
の
回
答
が
さ
れ

ま
し
た
。

ほ
か
、
２
０
２
４
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
各
部
門
・事
業
の

担
当
理
事
か
ら
の
説
明
、
２
０
２
４
年
度
予
算
や
会
員
の
入
退
会

状
況
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
の
説
明
を
行
い
、
午
後
３
時
に
閉
会

し
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
は
全
体
研
修
と
し
て
、
小
池
由
佳
理
事
（新
潟
県

立
大
学
）よ
り
、
こ
ど
も
家
庭
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
資
格
や
制
度
が
設
立
さ
れ
た
背
景
、
「こ

ど
も
ま
ん
な
か
」を
ど
う
理
解
す
る
か
な
ど
、
社
会
福
祉
士
が
、

社
会
の
中
で
こ
ど
も
の
課
題
に
ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
べ
き
か
の

示
唆
に
富
ん
だ
講
義
で
し
た
。
こ
ど
も
を
支
え
る
こ
と
は
、
地
域

を
・社
会
を
支
え
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
改
め

て
強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

総
会
、
全
体
研
修
会
に
ご
出
席
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
様
、
書

面
表
決
や
委
任
状
を
提
出
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
本
総
会
に
お
き
ま
し
て
は
会
員
の
皆
様
へ
の
議
案
集
の

郵
送
と
到
着
が
遅
く
な
り
、
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

議決権を有する正会員数

本総会の決議に必要な出席数

本総会の出席者数

議案

1,315名

658名 （正会員の過半数）

本人出席 ３２名
書面表決 ６３２名
委任状提出 ７５名

計７３９名

第１号
２０２３年度計算書類等の
承認について 【承認】

議長

小柴 晃 会員（9392）

議事録署名人

神保 孝 会員（13964）

土田 孝子 会員（57385）



13時～16時までワールドカフェを展開。
共通のテーマは設けず、それぞれ話したいことを話
し、繋がりを深めました。
学生さんからは現任者に対し「今の分野に決めた理
由」「現場のリアル」等の質問をいただき、現任者に
とっては初心の振り返りにもなりました。
16時以降のフリータイムでは、多くの方が名刺交換
等をしながら交流を楽しんでいました。
夜のお楽しみ・懇親会は11名が参加。最後の最後ま
で盛り上がりました。
（高齢者支援班新潟地区運営委員 久保田勇介）

参加者全員が輪になり、はじめましての人も、久しぶ
りの人も、いつもどうもの人も、関係なくそれぞれが、
「こんにちは」で自己紹介からスタートした中越店。
柏崎の銘菓や長岡の米菓など参加者が持ち寄った
お菓子を片手に、たくさん話をしました。途中からは
お題関係なく、日ごろの悩み（仕事のことやプライベー
トなことまで）を相談しあったり、各人のおすすめのグ
ルメスポットの紹介やストレス解消の秘訣などで盛り
上がり、興奮冷めやらぬ中、また輪になり感想や参加
者へ「ありがとう」を伝え、「また会いたいね。」と笑顔
で閉店しました。

（高齢者支援班中越地区運営委員 松浦正子）

わたしたちソーシャルワーカーもひとりの人間です、時には立ち止まり、仲間たちと語り合い、笑い合い、認め合
うことでメンテナンスされます。わたしたち自身がセルフケアされていれば、支援の質にも繋がり、結果的に地
域福祉の向上にもなると思っています。
そして繋がりはソーシャルワークの可能性そのもの！今回のカフェでできた縁が、日々の実践に還元されれば、
クライエントの利益に繋がることもありますね。今後複雑化していく社会情勢だからこそ、わたしたちも横の繋
がりを大切にしていきましょう！
今後も医療福祉職同士が集まれる場を企画していきます。繋がって語り合って、新潟の福祉業界を盛り上げて
いきましょう！大勢のご参加、ありがとうございました！ （久保田）



加害行為に至ってしまった障がい者・高齢者への支
援の輪を広げ、深めるために、新潟県地域生活定着
支援センターでは、学習や事例検討を通してネット
ワークを構築し、地域課題などを一緒に考える勉強
会を定期的に開催しています。

今回のテーマは「刑務所見学と司法書士のリアル」。
新潟刑務所で定例勉強会を行いました。

所長から、新潟刑務所の受刑者の特徴や、刑務作
業の内容、2022年6月に刑法が改正され、懲役刑
と禁固刑が「拘禁刑」に統一されることもお話いただ
きました。

また、刑務所内の福祉職である「福祉専門官」
の役割や、一般の福祉と刑務所内の福祉におけ
る調整の違い、犯罪の背景を知る大切さも学び
ました。見学では、保護室や作業所、炊事所等
を回りました。

参加者からは、

• 「悪い人」だと思ってた受刑者の印象も変
わったため、知ることが大切であると感じまし
た。

• 受刑者に配慮された刑務所であり、福祉を
取り入れることで受刑者が出所後生活でき
るよう目を向けていることがわかりました。

等の感想をいただきました。

今後も定例勉強会を企画していきますので、皆
さまのご参加をお待ちしております。



１
．
ぱ
あ
と
な
あ
新
潟
の
組
織
に
つ
い
て

・
新
潟
県
社
会
福
祉
士
会
、
ぱ
あ
と
な
あ
新
潟
の
組
織

に
つ
い
て
土
田
本
部
運
営
委
員
よ
り
説
明
。

・
受
任
件
数
の
目
安
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の

資
料
を
も
と
に
確
認
し
、
改
め
て
共
有
し
た
。

２
．
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

特
に
テ
ー
マ
を
設
定
せ
ず
、
６
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

日
頃
の
悩
み
等
を
話
し
合
う
機
会
と
し
た
。

３
．
全
体
共
有

各
グ
ル
ー
プ
か
ら
出
た
意
見
、
話
し
合
わ
れ
た
内
容

を
発
表
し
会
い
、
全
体
で
共
有
、
意
見
交
換
し
た
。

•

死
後
事
務
に
つ
い
て
（
相
続
人
存
在
す
る
が
連
絡
し

て
ほ
し
く
な
い
場
合
等
、
様
々
な
事
情
へ
の
対
応
）

•

身
寄
り
が
な
い
、
親
族
が
遠
方
と
い
う
だ
け
で
成
年

後
見
制
度
の
対
象
な
の
か
？
地
域
や
多
職
種
で
検
討

す
べ
き
。

•

後
見
報
酬
を
被
補
助
人
に
請
求
で
き
な
い
事
例
、
後

見
活
動
の
経
費
請
求
に
つ
い
て

•

初
め
て
の
受
任
、
ど
ん
な
こ
と
を
基
準
に
受
け
た
ら

良
い
か
迷
う

•

後
見
人
が
就
任
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
支
援
者
が
安

心
し
て
離
れ
て
い
く
場
合
が
あ
る

•

困
難
事
例
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
場
（
相
談
室
の
よ

う
な
場
）
が
あ
る
と
助
か
る
。

•

社
会
福
祉
士
が
受
任
す
る
意
味
、
社
会
福
祉
士
だ
か

ら
で
き
る
こ
と
、
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
は

ず
。

•

被
後
見
人
の
権
利
を
守
れ
て
い
る
か
、
権
利
侵
害
に

な
っ
て
い
な
い
か
日
々
の
実
践
で
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

（
報
告
：
ぱ
あ
と
な
あ
新
潟
新
潟
地
区
運
営
委
員

切
替
敦
子
）

2024.6.1（土）

ぱあとなあ 新潟地区研修
新潟ユニゾンプラザにて 37名参加

各
会
員
か
ら
活
動
報
告
を
受
け
、
活
動
中
の
疑
問
点

な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

•

被
後
見
人
が
亡
く
な
り
、
財
産
の
引
継
ぎ
を
行
わ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
が
、
相
続
人
が
不
明
。
ど
の
よ
う

に
対
応
し
た
ら
い
い
か
？

•
自
身
が
支
援
に
か
か
わ
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
で
、
法
定

後
見
を
利
用
し
て
い
な
い
が
、
本
人
が
寝
た
き
り
の

状
態
に
あ
り
金
融
機
関
で
の
手
続
き
が
行
え
な
い
。

ど
の
よ
う
な
対
応
が
あ
る
か
？

•

身
寄
り
が
い
な
い
方
で
胃
ろ
う
の
増
設
へ
の
判
断
を

要
す
る
方
が
い
る
。
医
療
行
為
に
対
し
て
後
見
人
等

が
同
意
で
き
な
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
対
応
が
あ
る
か
？

•

類
型
変
更
に
係
る
申
立
書
類
の
作
成
に
つ
い
て
、
第

三
者
に
依
頼
し
た
場
合
、
保
佐
人
の
個
人
負
担
に
な

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ど
こ
に
相
談
す
る
の
が
良

い
か
？

•

候
補
者
推
薦
さ
れ
た
が
、
い
ま
だ
に
審
判
の
連
絡
が

な
い
事
案
が
あ
る
。

そ
の
他
、
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業
の
報
酬
助

成
の
振
込
先
は
市
町
村
に
よ
っ
て
は
、
被
後
見
人
等
の

口
座
を
指
定
し
て
い
る
市
町
村
が
あ
る
。
保
佐
類
型
の

案
件
に
お
い
て
、
助
成
金
の
入
金
用
に
口
座
を
開
設
す

る
事
で
、
報
酬
の
受
領
が
円
滑
に
行
わ
れ
た
事
例
が
情

報
共
有
さ
れ
た
。

（
報
告
：
ぱ
あ
と
な
あ
新
潟
下
越
地
区
運
営
委
員

齋
藤
哲
英
、
鈴
木
優
子
、
宮
川
雄
紀
）

2024.5.18（土）

ぱあとなあ 下越地区研修
新発田ボランティアセンターにて 13名参加



最
初
に
６
月
１
５
日
に
開
催
さ
れ
た
社
会
福
祉
士
総

会
に
つ
い
て
本
間
奈
美
理
事
よ
り
報
告
い
た
だ
き
、
そ

の
中
で
こ
ど
も
家
庭
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
認
定
資
格

の
話
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ぱ
あ
と
な
あ
新
潟
の
事
業
計
画
と
課
題
に
つ

い
て
は
川
原
晴
夫
本
部
運
営
委
員
よ
り
資
料
（
ゼ
ロ
イ

チ
ア
ク
シ
ョ
ン
、
リ
レ
ー
ス
キ
ー
ム
、
地
区
委
員
・
本

部
運
営
委
員
の
合
同
会
議
の
必
要
性
）
に
基
づ
い
て
伝

達
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
家
庭
裁
判
所
と
後
見
関
係
機
関
と
の
座
談
会
の

報
告
と
し
て

円
滑
な
後
見
人
選
任
に
向
け
受
任
調
整

会
議
の
必
要
性
が
議
論
さ
れ
た
と
の
報
告
が
あ
り
、
ま

た
佐
渡
で
も
今
年
度
か
ら
市
内
４
つ
の
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
合
同
の
連
絡
会
に
て
社
協
の
後
見
セ
ン
タ
ー
職
員

も
加
わ
り
、
後
見
申
し
立
て
の
必
要
性
や
後
見
人
候
補

者
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。将

来
的
に
成
年
後
見
制
度
自
体
変
わ
っ
て
く
る
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
地
区
研
修
で
会
員
同
士
の

意
見
や
助
言
を
も
ら
う
こ
と
も
個
人
の
支
援
の
力
に
な

る
と
感
じ
ま
し
た
。

（
報
告
：
ぱ
あ
と
な
あ
新
潟
佐
渡
地
区
運
営
委
員

小
菅
宏
卓
、
森
山
里
子
）

2024.6.21（金）

ぱあとなあ 佐渡地区研修
畑野母子健康センターにて 11名参加

「
死
後
事
務
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

①
死
後
事
務
委
任
契
約
や
法
務
局
で
の
遺
言
書
保
管
制

度
に
関
す
る
事
例
報
告
。

親
族
が
い
な
い
ケ
ー
ス
や
親
族
が
遠
方
で
協
力
が
難

し
い
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
被
保
佐
人
等
と
第
三
者
と
の

間
で
締
結
さ
れ
た
死
後
事
務
委
任
契
約
の
内
容
な
ど
を

紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
被
保
佐
人
等
の
死
後
の

希
望
を
叶
え
る
他
、
居
室
の
明
渡
し
な
ど
の
内
容
を
盛

り
込
む
こ
と
で
、
家
主
も
安
心
し
て
ア
パ
ー
ト
を
貸
し

出
せ
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

保
佐
・
補
助
類
型
は
後
見
類
型
の
よ
う
に
一
定
の
範

囲
で
の
死
後
事
務
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
被
保

佐
人
・
被
補
助
人
の
死
後
に
備
え
る
一
つ
の
手
段
と
し

て
知
識
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

②
質
疑
応
答
や
情
報
交
換
。

「
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
な
ど
に
基
づ
く
市

町
村
に
よ
る
火
葬
」
「
親
族
と
元
後
見
人
等
と
の
間
で

結
ば
れ
た
業
務
委
託
契
約
」
「
死
後
事
務
委
任
契
約
や

遺
言
が
あ
る
場
合
の
家
裁
と
の
や
り
と
り
」
「
成
年
後

見
制
度
利
用
支
援
事
業
の
報
酬
助
成
を
被
後
見
人
等
の

死
後
に
利
用
す
る
場
合
」
な
ど
に
つ
い
て
、
参
加
者
の

豊
富
な
経
験
や
情
報
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
報
告
：
ぱ
あ
と
な
あ
新
潟
中
越
地
区
運
営
委
員

阿
部
宏
子
）

2024.6.30（日）

ぱあとなあ 中越地区研修
オンラインにて 35名参加





お
知
ら
せ

い
ろ
い
ろ

➢

２
０
２
４
年
度
自
主
活
動
支

援
制
度
利
用
登
録
団
体

今
年
度
は
、
次
の
４
団
体
に

経
費
助
成
を
決
定
し
ま
し
た
。

●In
ter-C

h
an
g
e

代
表

石
坂

光
央

（
会
員
番
号
６
１
９
２
２
）

●
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
～
新
発
田
身

寄
り
な
し
問
題
研
究
会

代
表

大
澤

和
子

（
会
員
番
号
５
６
０
８
３
）

●
あ
が
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー

ト
研
究
会
２
０
２
４

代
表

中
村

真
治

（
会
員
番
号
２
１
７
９
２
）

自
主
活
動
支
援

制
度
に
つ
い
て

生
活
支
援
班

➢

「イ
チ
か
ら
学
ぶ
子
ど
も
家
庭

福
祉 

２
０
２
４
～
今
、
改
め

て
《
こ
ど
も
の
権
利
》
を
学
ぶ
」

開
催
予
告

生
活
支
援
班
で
は
、
１
０
月

５
日
（
土
）
、
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン

プ
ラ
ザ
に
て
標
記
研
修
を
開
催

予
定
と
し
、
現
在
、
企
画
を
詰

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
！

詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

部
活
動
メ
ン
バ
ー

募
集

●
み
な
み
う
お
ぬ
ま
社
会
福
祉

士
の
会

代
表

久
地
浦

み
ゆ
き

（
会
員
番
号
２
７
２
７
６
）

各
部
門
よ
り

法
人
研
修
班

➢
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
デ
イ
に

い
が
た
２
０
２
４
の
延
期
に

つ
い
て

当
初
、
７
月
６
日
に
実
施
予

定
で
し
た
が
、
諸
般
の
事
情
に

よ
り
、
１
１
月
１
６
日
（
土
）

に
実
施
を
延
期
い
た
し
ま
し
た
。

詳
細
は
随
時
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
お
知
ら
せ
し
て
ま
い

り
ま
す
。

障
害
者
支
援
班

➢

障
害
者
の
生
活
支
援
研
修
の

中
止
に
つ
い
て

７
月
実
施
予
定
だ
っ
た
標
記

研
修
は
、
受
講
申
込
者
が
集
ま

ら
ず
、
残
念
な
が
ら
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

リ
ー
ガ
ル
・ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
研
修
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム

➢

研
修
予
告

標
記
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

（
担
当
：
本
多
崇
人
理
事
）
で

は
、
２
０
２
５
年
２
月
２
１
日

（
金
）
～
２
２
日
（
土
）
に
研

修
を
実
施
予
定
で
す
。

現
在
、
認
定
社
会
福
祉
士
の

研
修
単
位
認
証
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

ぱ
あ
と
な
あ
新
潟

➢

８
月
は
定
期
活
動
報
告
提
出

時
期
で
す

ぱ
あ
と
な
あ
新
潟
名
簿
登
録

者
の
皆
様
に
は
、
新
規
受
任
や

終
了
の
随
時
報
告
の
ほ
か
、
毎

年
２
月
、
８
月
に
定
期
報
告
を

義
務
付
け
て
お
り
ま
す
。

８
月
の
定
期
報
告
は
、
２
０

２
４
年
７
月
末
日
時
点
の
活
動

に
つ
い
て
、
８
月
１
日
～
８
月

３
１
日
ま
で
の
間
に
「
ぱ
あ
と

な
あ
活
動
報
告
シ
ス
テ
ム
」
よ

り
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
す
。

名
簿
登
録
者
の
方
は
、
遅
滞

な
く
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
支
援
班

➢

下
越
地
区
勉
強
会

「実
践
報
告
会
」開
催
予
告

高
齢
者
支
援
班
下
越
地
区
で

は
、
１
１
月
９
日
（
土
）
１
４

時
～
１
６
時
３
０
分
、
新
発
田

市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に

て
実
践
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

３
名
の
会
員
か
ら
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
実
践
を
報
告
い
た
だ
く

予
定
で
す
。

詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。



訃

報

このたび、病気療養中でおられました当会の
事務局長・田崎基さんが、令和６年７月５日に
ご逝去されました。享年５２歳でした。
会員の皆様へ、ここに謹んでご報告申し上

げます。

故・田崎事務局長は、事務局長就任前から当
会の会員・役員として、福祉サービス第三者評
価事業の中心的役割を担っていただいたり、ぱあとなあ新潟の専門職
後見人として活動されるなど、当会の活動に多大なご貢献をいただき
ました。
事務局長就任後は、事務局の運営基盤を整備すべく、力を尽くして

くださいました。

ご遺族の皆様におかれましては、心よりお悔やみ申し上げますとと
もに、田崎事務局長のご冥福をお祈り申し上げます。

田崎事務局長、本当にありがとうございました。

➢

「新
潟
県
社
会
福
祉
士
会
活
用
ガ

イ
ド
」を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た会
員
の
方
、
ま
た
は
こ
れ
か
ら

入
会
を
考
え
て
い
る
方
へ
、
「
社

会
福
祉
士
会
っ
て
ど
ん
な
と
こ
な

の
？
」
「
入
会
す
る
と
何
が
で
き

る
の
？
」
な
ど
を
お
伝
え
す
る
た

め
に
、
当
会
で
は
「
活
用
ガ
イ

ド
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
た
び
、
こ
の
ガ
イ
ド
を
全
面
的

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま
し
た
。

改
訂
作
業
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
新

潟
ね
っ
と
」
さ
ん
に
委
託
し
、
よ

り
見
や
す
い
素
敵
な
デ
ザ
イ
ン
に

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
し
い
「
活
用
ガ
イ
ド
」
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
い
た
だ
け
る
ほ
か
、
９
月
の
事

務
局
だ
よ
り
送
付
時
に
同
封
す
る

予
定
で
す
。

事
務
局
よ
り

➢

ぱ
あ
と
な
あ
名
簿
登
録
加
算
料
、

受
任
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
手
数
料

の
ご
請
求
に
つ
い
て

ぱ
あ
と
な
あ
新
潟
名
簿
登
録
者

の
う
ち
該
当
す
る
方
へ
、
前
年
度

の
活
動
に
基
づ
く
加
算
料
、
及
び

受
任
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
手
数
料
を

毎
年
ご
請
求
し
て
お
り
ま
す
が
、

事
務
作
業
の
遅
れ
に
よ
り
、
今
年

度
は
８
月
に
請
求
書
を
お
送
り
す

る
予
定
で
す
。

大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

人
材
育
成
・Ｓ
Ｖ
支
援
班

➢
実
習
指
導
者
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
研
修

開
催
予
告

人
材
育
成
・
Ｓ
Ｖ
支
援
班
で

は
、
１
０
月
２
２
日
（
火
）
の

午
後
に
社
会
福
祉
士
実
習
指
導

者
を
対
象
と
し
た
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
を
開
催
予
定
で
す
。

詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。



日程 内容 会場等

8/7（水） 障がい者権利擁護チーム定例会 オンライン

8/8（木）
介護施設職員向け高齢者虐待防
止研修（新潟県委託事業）

オンライン

8/10（土）
AM

ぱあとなあ本部運営委員会
ユニゾンプ
ラザ

8/10（土）
PM

成年後見関連専門職合同研修
ユニゾンプ
ラザ

8/16（金） 総合企画会議 事務局

8/18（日） 基礎研修Ⅲ集合研修③ オンライン

8/22（木）
福祉関係者のための権利擁護・
成年後見講座（基礎編）

オンライン

8/23（金） 2024年度第2回理事会
ハイブリッ
ド

8/24（土） 成年後見人材育成研修②
ユニゾンプ
ラザ

8/24（土）
午前

ぱあとなあ下越地区研修
新発田ボラ
ンティアセ
ンター

9/6（金）
福祉関係者のための権利擁護・
成年後見講座（実践編）

ユニゾンプ
ラザ

9/7（土）
～8（日）

都道府県社会福祉士会会長会議
ビジョンセ
ンター東京
八重洲

9/7（土） 基礎研修Ⅱ集合研修⑤ オンライン

9/7（土）
午後

ぱあとなあ新潟地区研修
ユニゾンプ
ラザ

日程 内容 会場等

9/8（日） 基礎研修Ⅱ集合研修⑥ オンライン

9/12（木） 虐待対応ゼミ・振り返り会 オンライン

9/14（土） 基礎研修Ⅲ集合研修④ オンライン

9/20（金） 20周年記念事業会議 事務局

9/21（土） 広報委員会 事務局

9/24（火） 総合企画会議 事務局

9/28（土） 成年後見人材育成研修③
ユニゾンプ
ラザ

9/29（日） 社会福祉士全国統一模擬試験
ユニゾンプ
ラザ

9/28（土）
日本社会福祉士会 全国生涯研修
委員会議

全理連ビル
（代々木）

10/2（水） 障がい者権利擁護チーム定例会議 オンライン

10/5（土）
イチから学ぶこども家庭福祉
2024

ユニゾンプ
ラザ

10/12（土） 障がい者権利擁護チーム勉強会

10/16（水）
定着支援センター 第10回定例勉
強会

新潟少年学
院

10/22（火） 総合企画会議 事務局

10/24（金） 内部役員会
ハイブリッ
ド

10/26（土） 基礎研修Ⅲ集合研修⑤ オンライン

10/26（土） 成年後見人材育成研修④ オンライン

10/27（日） 基礎研修Ⅱ集合研修⑦ オンライン

2024.７.２５時点Schedule会の予定

最近届いた書籍や刊行物

書籍名 発行元 発行年月

月刊福祉 7月号（特集：認
知症とともに）

全社協 R6年7月

月刊福祉 8月号（特集：施
設の整備・再生産を考える）

全社協 R6年8月

実践成年後見№111（特
集：法定後見への申立支援）

民事法研究
会

R6年7月

書籍名 発行元 発行年月

令和5年度福島県県外避難
者への相談・交流支援事業
報告書

ふくしま連
携復興セン
ター

R6年3月

大阪社会福祉士 第30号
大阪社会福
祉士会

R6年3月

事務局で閲覧できます

編集後記

６月下旬に「定時総会は何とか乗り切り、県への公益法人としての事業報告も完了しました～」とLINE
で報告したら、「お疲れさまでした」とすぐにお返事をくださった方が、その２週間後にはもうこの世を
去ってしまいました。またLINEしたら返信をくれそうなのにな。
亡くなる１週間前、最後に話した電話では、諸々の手続きをちゃんとしないままで申し訳ないと仰って、

こっちで手続きするから全然心配ないですよ、と伝えた私に「助かるわ～、おめさん女神だいや～」と長岡
弁でいつものように冗談を言って少し笑っておられましたね。本当に私が女神だったらその病気も消すこと
ができたのにな。
いただいた数々の言葉の意味をもう一度振り返ってみます。本当にありがとうございました。（は）
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